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力保瞼金額ノー
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上ノ義務ヲ犯放蕩粗暴其他故
シ或ハ放蕩若意ノ所爲二因リ
クノ、・t票’1早若ク　　　　　テ生命ヲ短縮シハ其他赦意ノ1所業二由テ生手物ハ健康ヲ殿
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前項第一號ノ場
合二於テノ・保瞼
者ハ被保除者ノ
爲メニ積立テタ
ル金領ヲ彿戻ス1
コトヲ要ス
部ヲ受取ノレ＿キi部ヲ受蜘レーキ1
場合二於テハ保1場合二於テハ保1
険者ハ其ノ残額1瞼者ハ其ノ幾額1
ヲ支携フ責ヲ免 ヲ支佛フ責ヲ剣
ノレノレコトヲ得ス ルルコトヲ得殉
　　　　　　　　　　
　　　　　l　　　　　　l　　－　　　 三、窄、鞍契約者
　　　　　力故意ニテ被保1　　　　　瞼者ヲ死二致シ1
　　　　　・ダルトキ　　　　　　　　　　　　　前項第一號ノ場前項第一號及ピ合二於テハ保険し第二號ノ場合到
者一被懸煮ノ蘇諾塗勲
爲メニ積立アタ 二積立テタル金
ル金額ヲ沸戻ス1額ヲ保瞼契約者
コトヲ要ス　　 二沸戻スコトヲ
　　　　　！要ス
　（註）　前表中・エースレル草案第七百四＋五條第二號及び第三號と奮商法第六百
　　八＋二條第二號及び第三號をそれぞれ顛倒して記載したのは、商法修亙草案
　　以下のそれと相剴’照するに便ならしめむが鴬めに外ならない⊃
　しからば、わが國における普通模範約款はいかなる進化の跡を示してゐ
るかといふに、次の：如くである（註）c
（註）　模範約款の浩革については、森薙三郎博士「生命保瞼の模範約款の沿革」
　　（生命保険経螢第二巻附録）。磯野並登氏「生命保除約款繹義」第六二頁以下、
　　阿部泰藏氏「生命保除會杜協會浩革更」（生命保陰會吐協會會報第一巻第一號）。
　奮普通保瞼模範約款は明治三十三年法律第四十八號を以て修正商法が公
布せられるに及んで、同年十月三日決められたものであるがず同約款第十
規定し五條は冤責條項を規定して次の如くてゐる。曰く・
　左の場台に於ては會肚は保険金を支沸ふ責に任ぜす。
　一　被保瞼尺が自殺決闘其他の犯罪又は死刑の執行に因ひ若くは刑の
　　執行中に死亡したるとき
　二　保険金を受取るべき者が故意にて被保瞼人を死に致したるとき
　三　被保瞼入が職争叉は憂鰍の危瞼に因りて死亡したるとき但豫め特
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　　別保瞼料を挑込みたるときは此限に在らす縫軍者叉は攣飢地に赴き
　　たる者の其弛に於ける病死亦同じ
　　四　保瞼金を受取るべき者が被保瞼入の死亡後九十資以内に第一卜條第
　　一項の書類を提出せざ夢しとき
　この規定を改正前の商法（明治三十三年商法第図百三十一條）の規定に照
すに嘱約款第十五條第一號は・商法の規定に殆んど一致してゐるが　　被保
　？　　　　　o瞼者を被保瞼入とするのみ一その第二號においては．約款の方が嚴格に
墨來てゐる。すなはち。商法は保険金受取入二八以上ある場合において直
接被保瞼者を殺害しないところの他の受取入に一・部支沸を爲すこと規完す
るに拘ら郵約款は善意の受取入の穫列をも認めないのである。
　次に．明治四十四年商法の改正せらるるに俘ぴ．模範約款も改正せられ
たのであるが。この現行模範普通保瞼約款第十三條（明治四十四年一卜月）
はこれを嫁、の如く規定してゐろo曰くも
　　左の場合に於ては會肚は保瞼金を支佛ふ責に任せす
　　一　被保瞼者が自殺したるとき但第一同保瞼料沸込の時叉は保険契
　　　約復活の時より三年を経邉したろときは跳限に在らす
　　二　被保瞼者が失踪の宣告を受けたるとき但會溢に於て保瞼金を支
　　　佛ふべきものと認めたるときは此限に在らす
　　三　被保瞼者が決闘其纏の犯罪若くは死珊の執行に因9叉は一年以
　　　．Lの禁鋼若くは懲役に庭せられ其荊の執行中に死亡したるとき
　　四　保瞼金を受取るべき者か故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　　揖其者が県瞼金額の一部を受取るべき場含には會肚は其廃額を支
　　　佛ふべし
　　五保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　六　被保瞼者が戦争其他の憂霞しに因りて死亡したるとき但豫め特別
　　　f呆瞼＊斗を沸．込みた：るときは鼠と限に在らす・
ワ2 商法第四百三＋一條について
　なほ、昭和二年八月に起草された模範普通保瞼約款草案第十四條はこれ
を次の如く規定してゐる。
　次の場合に於ては保瞼金を支沸ふ責に任せす
　　一　被保瞼者が第一同保瞼料沸込の時又は保瞼契約復活の時より二
　　　年以内に自殺したるとき
　　二　被保瞼者が決闘其他の犯罪若くは死刑の執行に因り死亡したる．
　　　とき
　　三　保瞼金を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　　但其者が保瞼金額の一部を受取るべき場合には會肚は其の淺額を
　　　支梯ふべし
　　四　保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　五　被保瞼者が戦争其他の攣爾Lに因り叉は戦争地若くは攣飢地に於
　　　て特に流行せる傅染病に罹り死亡したるとき但豫め特約ある場合
　　　は此限に在らす
　現行模範約款と新模範約款とを封比するに、（一）現行保瞼約款は三年以
内のを自殺免責事由とするも、新保瞼約款はこれを二年とする。（二）現行
保瞼約款は失踪宣告の場合は原則として保瞼金を支挑はないものとする
も、新保瞼約款はこれが條項を創除した。（三）現行保瞼約款は短期一年以
上の庭刑を受けて、その刑の：執行中に死亡したるときを冤責事由とする
も・新保瞼約款はこれを削除した。（四）保瞼金受取人及び保瞼契約者の被保
瞼者故殺の場合は爾約款ともにこれを冤責事由とする。（五）爾保瞼約款
は、共に、戦時事墾による死亡は特約ある場合の外保瞼金を支佛はないも
のとするが、新保瞼約款は．更に、冤責事由として戦孚若くは墾飢地に於
て特に流行せる傳染病に罹つて死亡したときをも加へた。
　次に現在各民聞會肚において行はれてゐる保瞼約款の中關係の約款九十
種につV・て、調査するに次の如くである（この調査は生命保瞼會肚協禽編
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『昭和十一年ブび」保瞼約款集附簡易生命保瞼法令ふ昭和十一年九甘護行に
猿る）。
　すなはち隔
（一〉　自殺を1菟責事由とするもの
（1）
⑫）
（3）
（4）
（5）
一年以内の白殺を菟責写由とするもの
は年以内の自殺を菟責事由とするもの
三年以内の自殺を菟責事由とするもの
五年以内の自殺を菟責事由とするもの
七一種
　八種
一五種
二九種
　二種
　　　　　嫉Lの年限に拘らす全べての自殺を菟責事由とするもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一七種
　（二）失踪宣告を免責事由とするもの（但し大部分の約款は會肚におい
　　　て保瞼金を支梯ふべきものと認めたるときは保瞼金を支沸つてゐ
　　　る）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五〇種
　（三）失踪宣告の場合にも保瞼金を支佛ふもの　　　　　　　　　一種
　（四）決闘その弛の犯罪若くは死荊の執行に因る死亡を免責事由とする
　　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七三種
　（五）短期一年以王の庭刑を受けてその刑の執行中に死亡したるとき之
　　　を菟責事由とするもの　　　　　　　　　　　　　　三四種
　（六）保瞼金受取入叉は保険契約者の被保瞼者故殺の場合之を冤責事由
　　　とするもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　七五種．
　（七）戦雫その弛の攣飢に因る死亡を発責事由とするもの（但し豫め特
　　　別保瞼料を沸込める場合はこの限ではない）　　　　　　四七種
　以上これによつて隔これをみるに猶保瞼金受取入及び保瞼契約者の被保
瞼者故殺の場合と，決闘その他の犯罪若しくは死刑の執行に因る死亡の場
合は亀いづれの保瞼約款もこれを冤責事由とする傾向にあることが理解さ
れるであらう・ただ隔短期一年以上の懲役叉は禁鋼に庭せられて，その刑
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の執行中に死亡したるもの、及び失踪宣告の場合をも冤責事由としてゐる
ものが意外に多いことは一考を要する問題といはねばならぬ。なほ、爾余
の黒占に至つては、後述の論明にゆづること～する。
　次に外國における若干の普通保険約款についてその趨勢をみるに次の如
くである（註）o
　（註）　以下掲ぐるところの各杜の保険約款は、次の資料よUこれを得た。翫one
　　禽Cox，Li鉛Po1量cyC・ndit量ons，1935．；Sも・ne＆C・x，C＆n乱di＆n：L漉Policy
　　Collditions，1934，多Ems㌻K窃hloりVerg互eichende　Zus葛mlmells七ellung　der　Ver－
　　sicherullgsbe（lhlgul玉gen　und　Pramiells義tze　der　iln　Deutschell　Re1che　arbeiten－
　　dell　I」ebensversicherungsgegellsc五aftenン1935／36，1933／34及び193G／3L
　先づ英國六大會砒の一としてプルーデンシャル保険會肚（ThePrudelltia！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のAssur出noe　Co．，Ltd）のそれをみるに、同肚では契約後一年内に被保険者
が自殺、決闘叉は刑の執行に因り死亡したるときは失奴するとし、但し保
瞼契約が有償にて善意に譲渡せられたる場合においては、善意の第三取得
者の利益を侵害し得ないものとしてゐる、この約款はわが商法及び約款に
比して極めて寛大なものである。サン生命保瞼會肚（The　S｛m：L挽Assu－
ml！ce　SOGiety）は、自殺條項を設けてゐなV・。リ・一ガル・ヱンド・ジエネラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のル保瞼會耐（The　Legal＆Gelleral　Assur批1！ce　SoGiety，Ltd）は一年内
の自殺は無敷とするが、善意の第三者の利釜を害しなV・ことに定めてゐる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のパ＿ル保瞼會肚（The　Pearl　Assu膿nce　Company，Ltd）は、契約後一年
の内の肖殺は失奴するものとするが．善意の第三者が有償的に利釜を取得し
たる旨の立謹を爲し噂會杜がこれを適當と認めたものにあつては。有敷とす
る。ノリツチ・ユニオン生命保瞼1會’耐：（TlleNorwichUIliol1Lifehsu膿一
　　　　　　　　　　の　の　のnce　Society）は、契約後一年内の自殺は菟責とするが、善意の第三者が豫
め書面を以てこれを會肚に通知したときは支彿ふべきものとする。最後に
レフユージ保瞼會杜（T1・e　Refuge　Assurance　Compally，Ltd）は・契約
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　の　の　の後一年内に自殺したときは，その自殺が精紳異歌たると自企自殺たるとの
如何に係らす失奴となるものとしてゐる，以上旛これを要する1こi英國の六
　　　　　　　　　　　　の　の　の大會耐に・おいては一肚を除き一年内の自殺を冤責とする。契約後一奪以
主経過せる決闘及び珊の執行に因る死亡を冤責事由としないプノL一デンシ
ャル祉の約款ぱ注目すべきものである。
　加奈陀六ま：會耐の一としてのカナダ・サン生命保瞼會融（丁短呂lm論灘一
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のr顕ee　C・mp熟y　げC駄猟（楓）は・契約後二年内は無敷とし瀕塗料を返
還する、 カナダ生命保瞼會耐（丁魏磁膿撫L漉A鵬tしr蹴総C冊〕拠耶）は．
　　　　　　　　　　の　の　の精酬犬態の如何を問はす二年内の自殺は菟責とするが・保険料は返還する
ものとしてゐるグレート・ウエスト生命保瞼會肚（G鷺魏レWe沸鉦艶As灘一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ゆ　ゆ翻㈹COm翻y）は．精神状態の如何を問は添一年内の自殺は免責とする。
マニュフアクチュアラーズ生命保瞼會肚（Tl・e盤顕uf島eture｝。s　L飴亙郎脳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のr蹴ceComp鍛y）は。断警紳状態の如何を問はす契約後二年内の自殺は契約
を失蚊せしむるものとする。カナダ・ミユーチユアル生命保陰會就（藁u£恥
麟：L漉As縄盤1！ee　l（〕omP鋤y　of　C雛1ad晶）は樽締紳朕態の麺何を曙はす
の　の　の一年内の自殺は発責とし。保瞼料のみを還嚇する。・ンドン生命保瞼會駐
（Lo玉ld餓L漉hsurξ↓難e　Comp蹴y）は庵精紳歌態の如何を閥はす二奪内
の自殺を菟責とし発保瞼料を返還することにしてゐる○要するにも物奈陀
　　　　　　　　　　　　ゆ　の　のの六夫禽肚においては・契約後二年内の自殺を菟責とするものは墾祉であ
　　　　　　の　の　のむ馬他の二就は一年内とする。さうしてカナダ・サン含謎を除いては締紳
異歌に因る自殺をも菟責とすることは酷のやうである・
　吹1に．亜米利加合衆國における代表的のものとしてニューヨーグ生命保
瞼會耐（The　New’York　L遁e　h18駐蹴ce　Comp乳豆y）のそれをみる！．，同
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の就では。精神歌態の如何を問はす契約締結後二年内の自殺を冤責とし曝既
納保瞼料の全額を返還するものとしてゐる。メト艮ポリタン生命保瞼會杜
（丁盤e　Met逝・〔）p・li輸11L！fb　hsur撫ce　Comp蹴y，餌ew　York）は『保険謹券嚢
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　　　　の　の　の　の行の日より一年以内に被保瞼者が精紳歌態の如何を問はす自己の手叉は行
爲に因つて死亡したときは當會祉の責任は既牧保瞼料額に等しき金額を限
度とす。但しこれに封しては利息を附せす』としてゐる。つま帆契約締結
後一年内の自殺を菟責とし、銑納保瞼料の金額を返還するといふのである。
合衆國においては、各州法によつて各々その規定を異にするのであるが、今
センPレイズ市のアメリカ生命保瞼協會（Americ乱n　L漉　Convelltion）
の幹事兼アクチュアリーをしてゐるコーラー氏（Welldell　Philips　Coler）
氏の調査に嫁ると（謹）、
　コ・ラド州（免責期間、契約後一ケ年）
・殉一州（璽雛罐竪繍緬、麗騨灘茎臭勤螺短議ε）
一ユづキシコ州（響轡斎響し・契約臨後ニケ鞭籟期間と）
　ノース・ダコ汐州（免責期間、一ケ年）
一タ洲（纏翌脇託騒織し肇饗及び鱒支獺約に關しては撒）
　バージニア州（冤責期間、一ケ年、但し既納保瞼料を返還するを要する）
の各州法にそれぞれ上の如き規定をみるのみである．
　（註）　丁虹e　Record　of　the　Americ乱n　Institute　of　Ac加aries，Julle，1934・，Chicagα
　　に嫁る。
　なほ、リー一ツ氏（」，Charles　Rietz）が、合衆國の代表的な九十九肚に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のつV・て調査された結果に擦ると（註）・自殺條項による免責期間を一年とす
る會肚が・一九二八年に七十三枇あつたものが・一九三一年には五十八肚に
　　　　　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の減じ、その間㌔これを二年に改めたものが十七杜で、反封に一年に改めた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ものが二杜あつたのである。ところで、一九二八年には菟責期間を二年と
したものは二十六杜あつたところ、一九三一年には四十一杜に増加し、そ
　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のの間、これを一年に改めたものは二杜、一年を二年に改めたものは十七肚
となつてゐるのである。要するに、この調査に擦れぱ、米國における約款
は却つて嚴格性を増すことになつたものとみなければならぬ。
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嘩）　前掲シカゴ、アクチユアリー會會報に檬る。米國において、しかく、自殺
　條項が嚴格となつたことについては、同國における自殺が不景氣に件つて漸
　櫓の傾向を示せるによるものとおもはれる。すなはち、米國の代表的な裁保
　會蔵∩議査に振ると、被保瞼者十、鷹人に封する死亡率は次の如くである．
年　鹿　死亡率　年　度　死亡率
一九二二年
一九二三隼
一九二四年
一九二五年
一湘二六年
一九二、七年
一二・四
…岨l　　　一二・四　1
　　＿の　1
?． 一鼻9ゴー　
　　　　一三・五、　1
　　　　トー九二八年 　一四・四鴫二九刷　…四・八
一九三〇年　　　　一へ・三
一九三一知二〇の六
一九三二年　1　　二四・二　　　　I
　　　　k
　最後に。濁逸における四大會祉の一として、アリアンツ生命保瞼會融
（Al亙i灘u玉・dStuttg乏～rter，Lebensv蝋σherungsb乱・》kAktie・・gesellsch一
　　　　⑪⑭豊蛾．）は契約一・年後の自殺は保瞼金杢額を支佛ふ。但し、一年内の自殺と難
も。それが保陰金を獲る口的に出でてゐないときは保瞼金の全額を支沸ふ
ことにしてゐる一ドイツチヱヘヤオルド會祉（Deut8cher　Her（♪ld，Volks－u．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のLebe鵬vo彌cileマu・亘gs－Aktiengesellsch蕊ft。）は契約一年後の自殺は陶保瞼
金全額を支螂ふ　但し．一年内の自殺と難粒それが保瞼金を獲る目的に
出でてゐないと凱叉は重患にして治癒し難い肉膿的疾病（精示軸勺疾病に封
していふ）に塾，捲自殺に射しては保瞼金の全額を支佛ふことにしてゐる。
フェヤアィニダテ・ベルリニツシヱ・ウント・プ・イシツシヱ生命保瞼會杜
（Vere痴gもe一懲eぞh1量sc丑1e　und　PreuBischer　Levellsve翻eherul！gs－Aktie
　　　　　　　　　　　　　　　　　O　O　O．1・gese撫幽誼』〉は．被保瞼者の自殺が契約一年後なるときは保瞼金全額
を支佛ふC但し。一年内の自殺と難粒それが保陰金を獲る日的に因らざ
る場合又は重患にして治癒し難い肉驚的疾病に因る自殺なるにおいては保
瞼金の全額を丈綿ふことにしてゐる、、最後に、ヴヰクトリア・ツー・ベルリ
ン生命保険命就（Vietor醸zu　Berh，AHgemei・田Vergid・er膿ge－Atieh一
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　　　　　　　　　　の　のGesellsch誰．）は、契約二年以上経過せる場合の自殺に封しては保瞼金全
額を支沸ふ。但し、二年以内の場合と鐙も、保険金を獲る日的に出でてゐ
なv・ときは保瞼金全額を支佛ふのである。又、契約後一年内の決闘に因る死
亡は支沸はないが、一年後の場合は全額を支携ふことになつてゐる。要す
るに、猫逸の右』四祉の約款をみるに、二年内の自殺を冤責とするもの二、…
年内を冤責とするもの二となつてゐる。さうして。それ等に共通するとこ
ろは、たとぴ冤責期間内の自殺と難も．保瞼金を獲得する目的を以て自殺し
たるに非ざるときは保瞼金の全額を支佛ふべきものとしてゐることである。
　以上、これを要するに、米國のそれを除外するときは一一米國と難も、
免責期問をコ年内とする一各國共冤責條項の寛大化を圖つてゐることが
看取せられるのである。中にも英、オ蜀におけるそれは最も優れたものであ
る。殊に、濁逸の各肚は、自殺が保瞼金獲得の意圖に出でたものでなv・と
きは、冤責期間内と難も隔その全額を支沸ふことにしてゐるのである。な
ほ、以上によつて通槻せらるる如く、外國の普通保瞼約款には、決闘。そ
の他の犯罪に因る死亡及び死刑の執行に因る死亡、失踪等を冤責條項中に
揚げるものは殆んどないことが理解せられる。もし、これ等の中一・二の
ものを冤責條項として揚ぐるものも、わが國の如く、永久に全保瞼期聞中冤
責としないで、一定の期閥を限つて冤責とするに過ぎないのである。すな
はち、自殺以外の條項を揚ぐる會肚には、英國のプルーデンシヤル會肚と
濁逸のヴヰクトリア・ツー・ベルリン會直の二吐及び佛蘭西のジヱネラー一ル
生命保瞼會肚に存するに過ぎないのであるが、プルーデンシヤルは契約後
の　の　の一年内の決闘又は刑の執行に因る死亡を冤責とし、ヴヰクトリアは契約後
の　の　の一年内の決闘に因る死亡のみを冤責事由とし隔ジエネラールは死刑の執行
に因る死亡を冤責事百、1とするのである。この三肚を除いては．いづれも軍に
自殺のみを冤責事由とするに止まるのである。この黙は、生命保瞼における
冤責條項の將來を展望する上において注目すべきことであらねばならぬ・
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第欝飾　　免責條項の立法論的考案
　　　　　　　　第一歎　　自　　　殺
　商法は自殺をもつて㌔法定支沸菟責事由の一としてゐるoそのヨ軽自とす
る所は．道徳的槻念及び一般的法律槻念の欲求に基くのである、
　保瞼においては。いはゆる道徳的危瞼を最もおそれる。しかし、道義を
道義としてのみ考へるときは隠その保瞼守的性質の爲に。却つて．置禽の
進化を妨害することになる。道義L許すべからざろ自殺において。もし・
保険者。保瞼金を縄封に支佛はないものとするときは。そこに悪意なき相績
入の正i義感情を却つて悪化せしめることになるoもしそれ．始めよ1』自
殺を豫期して保瞼に加入する弊害の如きは。保瞼契約締結叉は契約復活後
若干孟卜内における自殺を：菟責事由となすことによつて憾こえしを避け得られ。
ようとおもふ。されば．自殺の場合には。保瞼の技術的基礎に危瞼なき限
り、なるべく．保瞼金を支彿ふやうにすることは。却つて。証會民衆の要
求に添ふゆゑんである。かやうに．われわれは幅新らしい立法の翅勢が、
自殺條項の寛大化力｛傾向を示してゐることを看取することが摂來るのであ
る（註）。
　（離）　文弱、につき、前揚第三章第二節第一款冒頭グ）註一及び森簿士「保険約款に
　　現はれたる自殺條項」（生命保除経螢第五巻第三盤光
　i嚢に隔一言したる如く、自殺のみならす・隔一般に以下蓮ぶるところの言者
種の法定支佛冤責事項についての立法の趨勢は。生命保瞼の数理的技術的
基礎が輩固とな鈴．これに關する約款が破竹の勢をもつて。急速の進歩を
っづけるに俘つて。釜よ単純化される傾向にあるQ
　道義的理由によつて支配さるべき自殺の場合に喉最近においては．技
術的基礎と保瞼経螢の政策的見地とよりして。緩和化されて來た。たとへ
ば・簡易生命保険法第二十四條第一號は・商法第四百三十一條第一項第一
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號に一歩進めて、契約締結後叉は契約復活後二年以上経過したる自殺に封
しては、保険金を支沸ふものとした。その理由とするところは、上叙の如く
である。同様の理由により、模範保瞼約款も。第二次的法源としての機能
を嚢揮して・商法の欲陥を柿つてゐる。すなはち、明治三十三年の奮模範
普通約款は全部不支批を規定したのであるが、明治四十四年十月の現行模
範普通保瞼約款（以下軍に現行模範約款と謂ふ）第十三條第一號は、第一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の回保：瞼料彿込の時又は保瞼契約復活の時以後三年以上維過したる自殺に封
しては、保瞼金を支梯ふものとし、昭和二年八月の模範普通保瞼約款草案
（以下単に新模範約款と謂ふ）は、更に寛大化してこれを簡易生命保険法と
同じく、二年以上に短縮した。而して、各會肚のそれぞれの約款をみるに、
まれにこれを全然免責事由となせるものある外、…年とするもの極めて少
く㌔大肥二年叉は三年としてゐるやうである，
　醗つて、外國の立法例をみるに、猫法第百六十九條はわが商法とおなじ
く、自殺を冤責事由としてゐる。しかるに。佛法第六十二條は．契約締結
後二年以上経過の自殺に付ては、約款をもつて冤責事由より除外し得るも
のとし。瑞典法第百條は、保険契約又は最後の契約復活の致力獲生後三年
以上維過の自殺を除外する。但し。この場合、契約の締結又は契約の復活
當時、自殺の意、思が牽もなかつた場合とか、叉は該保瞼の存在如何に拘ら
す、これとは別の事情の下に自殺が途行された場合は、縦令、右の三年内
において自殺が途行せられても・保瞼者・保瞼金を支佛ふべきものとして
ゐる（註）。なほ、外國における主なる保瞼會肚の約款亦…年乃至二年内の
自殺を免責事由となすに止まり。進歩したものは、保瞼金を獲得する目的
に出でない自殺は冤責としないとまでしてゐるのである○
　（註）　なぽ、以上の外、懊太利法第百三十八條、伊太利草案第四百八十四條、白
　　耳義法第四十一條。右の佛蘭西法第六十二條は明かに新立法の趨勢を追随し
　　　たものであるが、一九〇四年草案第五十四條は、自殺條項を禁止してゐた。な
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　　ほ，簡易保除のそれについてみるに、懊太利の或るものは、契約の短期存綾後
　　の自殺に謝して保瞼金を支沸ふものとする。丁抹では、契約後二箏乃至三年
　　内の自殺を冤責事由と｝妻る○瑞西では、バーゼノレ會示1二は自殺に懸憾し、何等の
　　特別規定を設けてゐない，したがつて、一般の死亡同様、一年とい．3・割限期
　　問ク）適用をうけるのである（保瞼金の牛額が支彿はれる）。年金會薩、ガイータ
　　倉融及びフオルクス・フユールゾルゲ會祉は、いづオしも、二年内の自殺に翼
　　しては保瞼金を支彿はないQただ墳補金を支彿ふのみである。アメリカ合衆
　　國の若干の小會融は契約後一年内の自殺に鋤しては既彿込保瞼料を還付す
　　る。白耳義においては、意識的自殺をもつて契約の取浩事由とする。
　斯やうに観察するとき．わたくしは。自殺條項が生命保瞼の基礎の弼化
に伴つて㌔將來．相當に緩和化される運命にあるものと確信するのである。
以上の如き㍉二年・三年といつた期間の如何に拘らす幅よろしく幅瑞典法
第百條但書及び猫逸各肚の約款の如く．保険契約の締結叉は契約の復活の
と叡自殺の意思の毫もなかつた場合．叉は篭該保険が、縦令。存在しな
かつた場合において脇なほ且、自殺が遂行せられたであらうと認められ
る事情の存するときは隔保瞼金を支佛ふべきものと爲すべきであらう。蓋
し、斯くの如き場合には㌔そこに幅いささかも。自殺を豫期して保瞼契約
を締結し、自殺行爲に因つて。保瞼金を獲得せむとすろ意思が認められな
いからである、，叉、契約締結後相営の期聞を維過して自殺する脹これに
よつて隔保瞼の條理に背戻するものありとなすことを得ないか瓠道義上
からついて喉悪意なき相績入の正蓋感情を保護すべきものであると考へ
られるのではあるまいか（謝。
　（駐）　最近生命保陰會砒協會においても、商法中改歪法律にi蜀する改距希望條項
　　　として、「自殺二囚ル死亡二關シ契約締結後一定期問ヲ経過シタルモノニ付テ
　　ハ保険金ヲ支沸フ特約ヲ爲スモノ漸ク多キヲ加へ競争ノ結果跳期間ヲ短縮ス
　　ル傾向アリ依テ雌特約ヲ許容スル期間ヲ制限スル規定ヲ設ケラレタシ」との
　　意見を上申してゐるQそれは、保瞼金六萬六千圓を詐取せむとした事件、事
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　　業に失敗して破産に陥つた地方銀行家が妻子の爲多額の生命保瞼金を残すべ
　　く自殺した事件にか＞はらず大敷的にみて是認せらるべき意見である・
　もつとも。自殺條項存否の間題に閾するわが國の學者の意見は雨康にわ
かれてをる。村上氏はこれを存置すべしとせらる。すなはち曰く、『外國生
命保険會杜に在妙ては。自殺の場合に於ても．保瞼金額を支佛ふべき旨其
保瞼約款に明言するもの多し。個入の生命を酋重し自殺を罪悪と信仰せる
宗敏風俗の下に在りては、此約款の爲め、保瞼會祉が不測の損害を被るこ
と少かるべしと難も。我國に於けるが如く。比較的に個入の生命を輕覗し、
或場合に於ては㌔自殺を名碁とし、神聖とする邦俗に在りては、自殺の場
合にも、翁ほ。保瞼金支佛の責任ありとすれば、保瞼會耐に取りては甚だ危
瞼なりと謂はざるべからす。此鮎よりすれぱ、第四百三十…條第…項第一
號の自殺に關する規定は穏當なりと謂はざるべからす』（註）。
　（誌）　村上氏前掲「保険法」第二〇四頁。なほ、洞氏、「保険法論」。
　これに封し㌔水口博士幅こ反封してヤ自殺條項は、これを存置すべからす
としてゐられる。すなはち日く、『保瞼契約を締結したる後，保瞼金を得ん
が爲起）に自殺するが如き場含は稀有のことに属し㌔特定の場含の外、之を
想像し得ざる所な砺殊に、被保瞼入が、保瞼契約者叉は保瞼金額受取入
たらぎりし場合の如き保瞼契約は、其妻子春族の利釜の爲めにする場合を
多しとす。斯る場合に灘妻子春族をして保瞼金額を得せしめんが爲めに、
財産以上の貴重なる生命を犠牲にして、夫婦親子の愛を捨て。悲哀を顧み
す自殺せんとするが如き、異例の場合とす。保瞼契約其ものに不正の目的
なく、五年十隼將た之より以上の年限、保険料の支彿行はれ、保瞼契約存・
績したる後、被保瞼入に生ぜる或事情の爲め自殺すろに至りたる場合、保
瞼者の責任を冤じ．僅かに解約1買額たる佛込みたる保瞼料の幾分を支沸ふ
を以て足るとするが如きは、保瞼政策上果して之を正當とすべきや、吾人
は之を疑ふものなり』（註）Q
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　（蕪）水目博士前褐書第七一九頁。なほ、アメリヵにおける自殺に關する論議に
　　つき生命保険纒螢第四巻第二號第二八八頁。同誌第四巻第五號第七七一頁。
　　ざ舞逸における論議につき、同誌第四巻第三號第四四五頁。
　　　　　　　　　第謡款　　失　　　　踪
　被保瞼者が．保瞼金受敢入を利得せしむる口的をもつて。故意に失踪す
るが如きは・これ数兎責事由とすべきか。現行模範約款第十三條第二號
及び多くの會謎の約試は池會耐において，保瞼金を丈沸ふべきものと認め
たろときの外は隔保瞼金を支佛ふ責に任ぜざるものとしてゐる。しかるに。
新模範約款は、この黙につき何等の規定を設けてゐない。
　惟ふ1㍉失嫁宣告は、不在者の生死不明の歌態が永綾した場合に。不在
者を死亡したものとして篭身分、h財産｝の法律關係を確定せしむるの必
要に出でたもので諺）るか瓠これによつて㌔死亡と同様の敷果を生するの
である。したがつて、失路宣昔のあつたときは、死亡と看徹して生命保瞼
金支梯の事由が護生する．しかるに。前例の如き悪意の失鞍の場合と難も
失踪宣告のあつた以主は㌔保険會証が，未だ木入の生存することを立諜し得
ないときは穂保瞼金の丈佛を拒縄し得ないものと解する。蓋し。民法第三十
　　　　　　　　　　　げ　　ドー條は死亡したるものと看傲すと規定してゐるから寒凋逸民法第十八條第
　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　タヨー項及び瑞西民法第三十八條が死亡と推定するのと大いに異るものがある
からである。したがつて㌔會肚は協右の場合失踪宣告取消を申請しても宣告
そのものを消滅せしむべきであるo
　要する1㍉失踪宣告の場合は旛衡ユト則よゆいつても隔これを死亡と看徹
しても保瞼金を支排．き戴うになるべきものと思料する。立法史的には・上
述の明治四＋三年當蒔の郵煙保瞼年金規則草案にぱ。失踪條項があつたも
のを．大正三年の簡易生命保瞼法草案以後。これを削除したといふ滑革を
もってゐろcこれが隔昔時の如叡通．信機關の嚢達未だ不充分な夢し時代
ならば．ともかく、今日においては秘最早や庵それらの危憂少きのみなら
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す、保瞼技術の嚢達、實務上の経験の豊富は。失踪條項を除外すべき運命
にあるといへよう。新模範約款の改正が、この意味におけるものならば、
それは・進歩的のものと稻すべきである・
　　　　第三款　　決闘其他の犯罪叉は死刑の執行に因る死亡
　決剛、犯罪は、法の禁制するところである。法の禁制を敢て犯すものを
保瞼することは、保瞼の本質と相容れざるものがある。これ。法が決闘、
犯罪等をもつて、冤責事由の一に加へた理由である。今日におけるわが國
の法律及び約款は、いづれも、これをもつて免責事由としてゐる、
　外國の立法例には、直接、これらにつき規定したものがない二叉・外國の
約款にもこれ等についての規定を爲すものが極めて紗いことは上述の如く
である。ただ、一八七四年の白耳義法第四十一條にあるのみである幟一〉
（註二）。しかるに、これらの條項は、わが國においては、・氏商法草案以
來始絡一貫して存置せられるところである。なほ、簡易生命保瞼法も、そ
の胎生時代より始終一貫して、これらの條項を存してゐる、約款につき亦
同じである。
　（註一）わが國法に、かやうな條項を存置せしめてゐるのは、おそらく、白耳義
　　法の影響に因るものであらう。こグ）ことは、襲にのべたる、ロエースレル商
　　法草案第七百四十五條の立法理由書には、明らかに、『白耳義法は、跳の黙に
　　於て最も委しく、本案亦此法律及び英國の裁判慣例に倣ひ』とあることより
　　　して、しることが串來よう・したがつて、爾後の立法が、いづイしも、こイしを
　　踏襲してゐることよりみて、現行法又、遠くその淵源を白耳義法に有するも
　　　のと断定し孝尋るのて3はあるまいか○
　（註二）　他の立法例には、斯うした規定がない。ただ、総則に、危瞼招致の規定
　　　があるのみであるcたとへば、濁法第二十三條乃至第二十六條二 瑞西法第十
　　　四條及第十五條。瑞典法第十八條及び第十九條。佛法第十二條b露民法第三
　　百九十三條等。
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　買工一スレル商法草案第七百四十五條第三號及び奮商法第六百八十二條
第三號について注意すべきものがある・
　その一は。同號所定の免責條項が免責事由として認められるに嵐それ
らが。罪を犯したる『直接の結果として』生じたるものなることを要し。
閥接の結果生じたる場合を除外してゐることである。しかし隔新商法第四
百三十一條は『直接の結果』死亡といふことを明示してゐない。
　その二は、同條の法文の言ぴまわし方が隔いかにも憶決圖は犯罪ではな
いが・特にこれをもつて冤責條項とするといつた書振をしてゐることであ
る磁）。新商法第四百三十一條は決闘の犯罪なることを明にしてゐる・し
かし．わたくしは㌔これを特に一般犯罪より猫立して示した理曲を疑ふも
のである。それが、誤解であることは隔刑法改正豫備草案第二百七十九條
以下に決關の罪を一般犯罪中に規定したことをもつても理解されることで
あるQ
　その三は、禁鋼以上の刑に虞せられて刑の執行中に死亡したるときをも
つて保瞼金支佛冤責とすることである。明治四十三年郵便保険年金規則草
案、及び現行民間會置の或る約款にも鬼『刑の執行中死亡したるとき』をも
つて、冤責事由の一となしてゐる。これを隔法律により免責條項の一とし
て規定することの當否は別論として．解繹上。犯罪に因る死亡とは認め難
い。したがつて、民間會肚の或る約款が．團膿の自主的法規として。斯う
した條項を存置することは．最近の立法の趨勢に逆行するものであると解
する。もし憾それ商法にいはゆる犯罪に因る死亡に，右の場合をも包含す
と解したるものとすれば幅これ大いなる誤解である。
　（蕪）　しかし、これより先、明治二十三年法律第三十四號「決闘罪に淵する件」
　　が出てゐることに注意さオしたい。すなはち、同法は決闘をもッて犯罪行爲と
　　　してゐるe
　醗つて惟涛．に。明治三＋三年の奮模範保瞼約款は『被保瞼者が自殺。決
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闘其弛の犯罪又は死荊の執行に因り若くは刑の執行中に死亡したるとき』
として。明治三十二年新商法に加ふるに『刑の執行中に死亡したるとき』
をもつてしたのであるが隔明治四十四年の改正模範保瞼約款（現行のもの）
は、右の『刑の執行中に死亡したるとき』を改めて調一年以上の禁鋼若く
は懲役に虞せられ其刑の執行中に死亡したるとき』とした。そこには。幾
分進化の跡はみられるが、昭和二年の新模範保瞼約款は、この難において
商法第四百三十一條と全く同一の規定を爲して、『刑の執行中に死亡したる
とき』の語旬を削除した。要するに、その問、漸次、寛大化されつつあろ
傾向がうかがはれるわけであるo
　しからぱ．外國生命保瞼會駐の約款の傾向如何。今、それらを全部網羅し
て読くことは出來ないが、その主なるものをみるに（註）、日本において螢
業してゐるカナダ・サン會枇の約款には「本契約は日本帝國の法律に遵ふ
べきものとす』とし、又隔マニユフアクチユアラース會耐：の約款には『日
本の法律に依り解繹さるべきもの』として．共にわが國商法の規定をその
まま適用してゐる。
　（註）　森博士「保瞼約款に現はれたる犯罪條項」（生命保険纏嘗第五巻第五號第一
　　二七頁）。
　前述の英國のプルーデンシヤノL會杜の約款には『契約後一年内に被保瞼
者が自殺．決闘叉は死刑の執行に因り死亡したるときは失敷す』とあるが、
アメリカ合衆國の以下六會肚の約款には見當るものがない。たとへば㌔ニ
ユーヨーク生命、メト・ポリタン生命、米國プルーデンシヤル生命、パシフ
イク相互生命．ウエスタン・ステーツ生命、エクイクブ・レ生命の團膿保瞼
約款等にはないつ
　しかし、猫逸のベルリンのヴヰクトリヤ生命保瞼會肚の約款には『決闘
による死亡の場合は契約後一年以上経過せるものは保瞼金全額を支佛ふ』
としてゐることは前述の如くであるo
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　次に．佛蘭西のジエネラール生命保瞼會肚の約款をみるに『保瞼金受取
入が故意に被保瞼者を死に致したると奮封1に被保瞼者が死刑の執行に因ゆ
て生命を失ぴたると嚢は保瞼契約はその致力を失ぴ解約返戻金を返還す』
とされてゐる（誰〉Q
　（蕪）　森博士前褐論文第一二七頁Q
　これらの條項存否の是非は・大いに考究すべきものがある。わたくしは
むしろ旛これらの一切を打つて一一丸とした法文を設くべきものと、轡、料するo
決闘其弛の犯罪等に因ろ死亡の場合．善意の慧族には何の罪があろ筈はな
い。しかのみならす、ごれらの行爲によつて・被保瞼者が保瞼金を獲むと
する目的のある場合は維無であらう。この場台。叉，保瞼者をして庵冤責
せしむる理由はない。果して然らば。よろしく具鵤的の場合に衡李の原則
にしたがつて．事物を合理的に解繹して，保瞼の本質的機能を叢輝さすべ
きである。
　この考へは塾弼ち不嘗ではあるまいとおも．砧現に㌔最近の立法例は隔
いづれも．これらの條項を規定しないで。その総則に危瞼招致に因る場合
を無敷とする旨規定し．或は。信義誠實の原則に。その解決を求めてゐる
（離〉。されはもわたくしは㎏これらの條項一切を削除して㌃保瞼の猫立の
立場を擁護しつつ．信義誠實の原則に基いて．行動すべき旨の抽象的規律
を設け隔事の性質を合理化すべきものと考へる。
　（誰）　最も技億化き細た保瞼においても、信義誠實を無親しては、事をすすめる
　　ことは出來ない。瑞典法第四條。瑞西民法第百三十三擁、第百五十七條、第
　　二百四十二條。瑞西法第六十一條○糊法第六十二條等o
　水舞博士脇現行法の上の如き規定存置を批難してゐられる。すなはち》
目く認決闘に因て死亡し．たるときは。保瞼金額受取八の疑利を保護するを
圏らすして．却て㌔保瞼者を利するが如く責任を冤妻するを正當とすべき
や。決闘其ものは・素と犯罪行爲なむ。然れども。蝦令犯罪な抄とすろも。
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契約上取得したる保瞼金額受領者の地位は之を尊重するを要すべし。保瞼
金を得むが爲めに、決闘を敢てするが如きは・決闘の性質上有り得可から
ざることに属す。況んや、決闘其のものは、不法なりとするも、相手者の爲
めに殺害せらるるは均しく、他入の犯罪行爲に因る死亡なるを以て、保瞼金
額受領者を保護するが爲めに、敢て、法律を以て、保険者の責任を免除す
る原則的規定を爲さす。却て、原則として、保険者の責任を認め、當事者
の契約に一任するの可なるを思ふ。猫逸保瞼契約法の如き此主義に立脚し
決闘を免責事山と爲すことなし。犯罪の動機及多激の死刑に虞せらるる犯
罪行爲の原因を探究せば、淺忽なる犯罪行爲は勿論なきにあらすと難も、犯
罪其ものにして・尚ほ・恕すべきものなきに非す。而かも・其犯罪の爲め
に死亡せるが爲め、保瞼契約に基き保瞼料を支沸ひ、敢て、相手方たる保
瞼者の利益を害せんことを目的とせざる犯罪行爲ありたるが爲め、保瞼契
約上取得せる保瞼金額受取入の僅利を剥奪せんとする所以不可解のことと
す。刑法上の犯罪の責任は其責任者に止まるものとせぱ、假令犯罪者なり
とするも、一般有致なる保瞼契約の敷力は之を認むるの必要あるに非すや。
保瞼契約の永績的性質を有する死亡保瞼に於て、其犯罪が被保瞼者の晩砕
保瞼契約成立後多年の後に行はれたる場合の如き、殊に、保瞼者の責任を
認むるの必要を畳ゆるものなり。犯罪の爲めに、將た、死刑の爲めに、其
父を喪ぴたる子女は、保瞼金額を取得するを得す。爲めに、磯餓に瀕する
が如きこととなるべきを思へぱ、保瞼政策上斯の如き規定を爲すの可なる
所以なし』（離i一）o
r被保瞼者の犯罪行爲は、前號に於て、保瞼者の責任冤除の原因たるを以
て、保瞼金受領者が正當防衛の爲、被保瞼者を死に致したるとき、均しく
保瞼金請求罐を失ふ事と爲る。吾入は、此黙より見ても、犯罪行爲を以て
免責事由と爲すの保瞼の口的と…致せぎるを信するものなり。緊急駄態の
場含に於て、保瞼金を請求し得るものが、正當防衛の場合に保瞼金を受領
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するを得ざるものとするの不樺衡なる結果を來たすを見る』（註昌）。
（離一）　水口博士蘭掲書第七二G頁乃至第七二三頁。
（謎嵩、　同博士、「法學新報．1第二四巷第五號第ミ三八頁。
　　　第躍款　　保瞼金受取人及び保瞼契約者の被保瞼者故殺
　これを菟責事由としたのは・保瞼關係入が。故意に自己の責に臨すべき
事百1によむて保瞼事故を誘嚢した損害を保瞼者に墳補せしむるととは信義
の原則に反するとするに因るものである。これ叉。わが國の法律及び約款
の絡始一貫規定するところである（註）Q
　（蕪）　なほ野津博士「保瞼法に於ける信義誠實の原期」第二一八頁以下。
　外國の立法例も、この殺入條項をもつて陶冤責事山としてゐるQたとへ
ぱ．猫法第百七十條。瑞典法第＋八條．佛法第七十九條、壇太利法第六百
三十九條等これである。白耳義簡易保瞼は保瞼金受取入の被保陰故殺をも
って取浩事由とする○
　殺人條項は。保瞼の本質と相容れざるものがある以上，今後とも隔これ
以上に改正さるべき飴地なきものと解する、，もつとも．保瞼金受取入の被
保瞼者故殺に關して夫森氏は次の如き意見をのべてゐられる。日く『立法
王の問題としては樋當なる規定に非すと云ふべし。何となれば隔保瞼者が
保瞼金受取入の此非行に通謀加澹したる場合は格別なるも、保瞼契約者が
何等關知せざるに拘らす．保瞼金受取入が被保瞼者を殺害したるが如き場
合に於ても．保険替に全然保瞼金額支佛の責なしと断ぜるは隔保瞼者に厚
くして保瞼契約者に薄く隔其灌衡を失するものなるを以てなり』（謎）。
　（離）大森馬前揚書第一三五頁。
　　　　　　第蕊款　積立金の返還
　これについては、多く説明する必要なしと認む，立法例は大同小異であ
って葱糠甑取立てて参考に資すべきものはない，，積立金を何入に還付す
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べきものなりやの問題については・すでに・一言したところである（誰）・
　（註）最近生命保瞼會瀧協會では、商法中改並法律に鋤する希望條項として、保
　　　瞼金受取人が故意に被保瞼者を死に致したる場合の外は、その契約の爲めに
　　　積立てたる金額を保瞼金受取人に支彿ふこととしたしとの意見を田してゐる
　　　が、これは簡易生命保瞼法第二＋四條及び第二＋五條に照らしてもわがる如
　　　く、進歩的の立法意見として注目すべきものである。
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第薫葉　　結 圏闘
　惟ふに。商法第四百三十一條の存在理山は．叙上によつて恥らかなる如
く。これによって。生命保瞼の崇高なる丈化目的を擁護せむとするにあっ
たのであるが隔今隔その嚢展の跡を同顧するに。瀧會道徳の幼稚にして。
生命保瞼経螢組織の不完全且これが思想の普及充分ならざる時代において
は穐生命保瞼における支沸免責約款の内客は極めて峻嚴なるものがあつた。
しかし㎏生命保瞼の思想は漸吹祉會各階級にまで普く浸潤して。生命保瞼
は、われわれの生活の全べての需要に必要訣くべからざることが認識せら
るるに及んで。生命保瞼の経螢は釜汝大規模とな外その経螢方法は科學
的に長足の進歩をもつて続緻を加へたのであるQ而して隔生命保瞼は㌔弛
面隔世の善良なる家父をして。自ら契約者として．家族の爲に保瞼に蜘入
し。叉は家族を加入せしめて後顧の憂なからしめ．以て。彼等の間に相互
扶助㌔共存共榮の道を圖らしむるに至らしめ、延いては。一般國民の道徳
心洒養を圖る上において．著しき貢献を齎らしたのであるが、これと共に
敷育制度の充實完備に俘ふ國民道徳の向上したことは墨今督における商法
第四百三十一條の規定に重大なる修正を要請してゐるのではあろまいか。
　われわれは隔何故に．商法第四百三十一條が隔過去にむいて曳その峻嚴
なる條項を必要としたかを反省してみなけれぱならぬ。まさ1へそれは・
過去特有の文化と過去における生命保瞼経螢によつて規律された法律思想
ではあつた。又。これが。當時の生命保瞼経螢上．法の尊嚴維持上合理的
のものとして㌔主要なる原動力ともなつたものであったQ
　さ夢ながら醸われわれは隔法の本質を理解するに當つては幅法と保瞼制度
の由來とそれの現代において有する意義とを考定せねはならぬ。証會生活
や園民道徳は不断に流轄し。生命保瞼事業の組織は羅に月に進歩し。われ
庸）れ入類の理想は不漸にその姿を具磯的に向上せしめて行くと翫そこに㎏
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われわれは、この事實を目硯して、本條の將來を再認識するの必要に迫ま
られてゐるのである。すなはち、われわれは、そこに、商法第四百三十一
條の條項をもつてして、今日われわれの道徳心や企業家の技術的根擦を律
する時代は、まさに、去りっっあることを承認せねばなるまい。かくして、
われわれは、本條に關する限ρ、現在の情勢に照らして、奮來の随習を破
り、創造を昂め、日新以て更張の期を啓くべきときであると思考する。
　以上、わたくしは、商法第四百三十一條について、本條蛮展の跡を同顧
し、これが解繹論を試み、各國の立法例を一瞥して、本條の將來を展望し
來つたのである、一國の法律は、その國の具膿的な特殊形態について、そ
の國特有の文化的精帥の具現化したものであるが、そこに、われわれは、
各國の保瞼法に内在する具罷的な文化的精紳を理解し、その進むべき途を
嚢見し、現代保瞼立法の技術的構成に封しての重要なる示唆を與へられる
ことであらう。
　これを要するに、保瞼法史の傳ふるところ、皮筆以來、保険約款と保瞼
立法とは酒々として進行し、爾者進歩の潮流に差こそあれ、保瞼史てう一
大潮流に朝宗し、彼我の交渉電光よりも速く、約款の精緻進化著しく、保
瞼立法はこれに追随慮接蓬なき歌況にあることは、すでに、のべた如くで
あるが、爲めに、動もすれば、保瞼立法の事業は弛緩し、常局の人心焦燥
これあるのみである・されば・われわれは、よろしく・夙夜淳働・以て・
邪説に浸淫姦毒することなく、醇厚中世、悠久なる保瞼法史の教ふるとこ
ろの成敗利鈍の跡を稽徴し、これを展望への飛躍墓となして、より高次な
る保瞼法制定へと懲むるところがなけれぱならぬわけである。
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（滲　　照）
外國保瞼契約法關係條文載慧
一　猫邊繰険契約法
第讐燦（讐襯購
　保瞼契約者が保瞼者の利釜の爲又は保瞼者の責に任すべき事項の爲又は
　道義．L適當なる行動を探りたる結果危瞼を増加せしめたるときは前三條
　の規定を適用せす
　（参　　考〉
　　　鴛偲條（雛）臓契縮は契約の締結後に於ては保険者の承諾
　　　を得すして危瞼増加の虞置を爲し又は第三者に其の虞置を許容する
　　　ことを得す
　　　保瞼契約者が保瞼者の承諾を得すして危瞼憂更の虞置を爲し又は之
　　　を許容したる結果として危瞼の塘加せむことを知りたるときは遅滞
　　　なく之を保瞼者に通知することを要す
　　　鴛姻蝋繍纏）保瞼契縮が盲む條第順の縦燵反せると
　　　きは保瞼者は豫告期間を存せすして保瞼關係の解除を爲すことを得
　　　共の違反が保瞼契約者の過失に基かざるとをは保険契約者は一箇月
　　　の経過以前には解除を以て封抗せらるることなし
　　　解除樺は保除者が危険の増加を知りたるときよむ一箇月間之を行使
　　　せざるとき叉は危瞼が圭働似前の歌態1こ復したるときは消滅す
　　鑑緬輿徽難蟹る）範恒聯一項の蹴の猷靭陽
　　合に於て保瞼事故が危瞼の櫓加後に護生せるときは保瞼者は給付の
　　義務を冤る
　　保瞼契約者の過失に基かすして違反するに至りたるときは保瞼者は
9昏 商法第四百三＋一條について
　　給付の義務を冤るることを得す保瞼契約者若し此の場合に於て遅滞
　　なく第二十三條第二項の規定せる告知を爲さす且保瞼者が適當に告
　　知を受くべかりしときより一箇月後に保瞼事故が嚢生したるときは
　　保瞼者は其の給付の義務を冤る但其の當時保瞼者危瞼の増加を知れ
　　るときは．此の限に在らす
　　保瞼事故焚生當時甑に保険者の解除豫告期聞経過せるも解除を爲さ
　　す又は危瞼の檜加が保瞼事故の蛮生若くは保険者の給付義務の範團
　　に封して何等の影響を及ぼさざりしときぱ保険者は其の給付の義務
　　を免るることを得す・
第猷軌條（騎難援藁け）
死亡保瞼に於て被保瞼者が自殺を爲したるときは保瞼者は其の給付の義
務を冤る但し其の所爲が精紳作用の病的障擬により意思の自由決定を爲
　すこと能はざる状況の下に爲さ勲．たるときは保瞼者は其の義務を冤るる
　ことを得す
籟七＋條（雑犠職漿る）
　保瞼契約者以外の他人の死亡に付き保険契約を締結したる場合に於て保
　瞼契約者が故意に不法の行爲に因りて其の者を死亡せしめたるときは保
　瞼者は其の給付の義務を冤る
　死亡保険に於て第三者が保瞼金受取人として指定せられたる場合に於て
　共の者が故意に不法の所爲に因りて被保瞼者を死亡せしめたるときは其
　の指定はなかりしものと看倣す
籟廿六條（難鞭立）
　保瞼者の支沸義務の褒生が確實なるべき方法に於て締結されたる死亡定
　額保瞼契約の脱退叉は解決に依りて消滅したるときは保険者は其の保瞼
　の爲に積立てたる保瞼料積立金の額を沸戻すことを要す
　前項に揚げたる種類の保瞼に於て保瞼事故機生後保瞼者が契約に依る定
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額支沸の義務を冤れたるときと難亦同じ但第百七十條第一項の場合に於
ては保瞼者は保瞼料積立金沸戻義務を負はざるものとす
沸戻すべき額の確定に際しては保瞼料積立金は保瞼關係の消滅すべき保
瞼期聞終了の時に付之を算出す保瞼者は相當の金額を減額する穰利を有
す其の減額に關し監督官聴の許可を得て保瞼約款中に一定の額を確定し
たるときは之を以て相當なるものと看倣す
二瑞藤撮瞼契約法
第網條（辮艶）
　保瞼者は保瞼契約者叉は請求権利者が故意に危険事故を招致したるとぎ
　は契約の責に任ぜす保瞼契約者叉は請求権利者が重大なる過失に因りて
　危瞼事故を招致したるときは保除者は過失の程度に相當する割合に於て
　其の給付を減額することを得
　保瞼契約者叉は請求構利者と共同家族生活を爲す者叉は其の行爲に付き
　保瞼契約者叉は請求穰利者の責任を負ふべき者の故意又は重大なる過失
　に因りて危瞼事故を招致し且保険契約者叉は請求擢利者が之等の者の監
　督選任叉は探用に付き重大なる過失の責に任すべきときは保瞼者は保瞼
　契約者又は請求樺利者の責任の程度に相當する割合に於て自己の給付を
　減縮することを得
　保険契約者叉は請求構利者が輕過失に因むて危険事故を招致し又は前項
　の場合に輕過失の責に任じ若くは前項に拐げたる其の他の者が輕過失に
　因夢危瞼事故を招致したるときは保瞼者は全額に付責に任するものとす
第緬傾繕つ
　前條に拐ぐる者が入道の命する所に從ひて行動し且之が爲めに危瞼事故
　を招致したるときは保瞼者は全額に付責に任するものとす
96 商法第四百三十一條について
三瑞典保険契約法
（故意叉は過失に因る保険事故の招致）
第＋八條（辮妻故）
　保険者は故意に保険事故を招致したる者に封し契約上の責任を冤る
　生命保険を除く種類の保険に於て重大なる過失に因りて保瞼事故招致せ
　られたろとき亦同じ
第＋九條（懲鞭獅
　前條所定の保険事故を招致したる者が刑罰を科せられざる年齢叉は精神
　歌態にありし場合には前條の規定を適用せす
　保瞼事故を招致したる行爲が物叉は人にi封する損害を防止せむとする意
　碧、に出でたるとき就中其の庭置が相當なりと認められたる事情の下に爲
　されたるとき亦同じ
鑑＋條（灘麟撫）
保瞼事故が重大なりと認むることを得ざる過失に因りて招致せられたると
　きは保瞼者の責任は之に依りて影響を受くることなきものとす
第質條（麟）
　死亡保険の被保瞼者が保瞼契約叉は最後の保瞼契約の復活の敷力套生後
　満三年内に肖殺したるときは保険者は其の給付の義務を冤る但保険契約
　の締結叉は復活のとき自殺の意思毫もなかりし場合又は該保瞼が縦令存
　在せざりし場合に於ても伺且自殺が途行せられたりしならむと認めらる
　る事情あるときは丑を限に看三らす
圏佛蘭西保瞼契約法
第†盈條　偶然なる事故に因り又は被保瞼者の過失に因りて生じたる滅失
　及び損害は保瞼者其の責に任す但約款中に明示且限定せられたる冤責の
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　場合は此の限に在す
　別段の定あるときと錐も保険者は保険契約者（被保瞼者）の故意叉は認
　識ある過失に因る滅失及び損害に骨ては責に任ぜす
鰍艦條（麟）
　死亡保瞼の被保瞼者が自殺したるときは其の契約は無敷とす庇場合別段
　の定ありと錐も保瞼者は利害關係者に封し積立金に等しき金額を支沸ふ
　ことを要す
　被保瞼者が自殺したるときと蹄も保険金額の支沸の責に任する條項を含
　む全べての契約は其の契約の紐結後二年を維過するに非ざれぱ数力を生
　ぜす被保険者の自殺に付ては保瞼者之を立讃すべきものとす被保瞼者の
　無意識なることに付ては保瞼金受取入之を立讃するものとす
銚＋九條（灘）
　保険契約は保瞼金受取人が被保険者を故意に死に致したるときは其の敷
　力を失誌、
　保瞼者は保瞼料が三年分以上支沸はれたるときに限り共の積立金の総額
　を保瞼契約者の相績入叉は礎利の承磯者に支佛ふことを要す
　未遽の場合に於ては保瞼契約者は其の未途の惹起者力凱に自己の爲めに
　爲されたる約定の利谷を受けたるときと難も保瞼の利名益に與ることを取
　油す灌利を有す
五填太剥保瞼契約法
第三＋二條（無）
　保瞼事故襲生前に保瞼者に巽して履行すべき義務に違反することあらは
　其の結果として保瞼者に劃する給付請求権を失ふべき旨を合意したる場
　合に於ては保瞼事故が褒生せざる聞は保瞼者は義務遠反を知りたる後一・
　箇月以内に豫告期聞を定めすして帥時に契約を解約することを得但保険
98 商法第四百三＋一條について
　契約者に故意の責なきときは此限に在らす
　保瞼契約が解約せらるることなくして保瞼事故嚢生したる場合に於ては
　保瞼契約者に故意過失の責任なきとき叉は危険の輕減若くは危瞼の増加
　防止の爲めに設けられたる義務の違反が保瞼事故の獲生叉は保瞼者の負
　搭する給付の範圏に封し響影を及ぼさざりしときは保瞼者は此の免責抗
　辮を主張することを得す保瞼者の有する解約罐を行使せすして期間を経
　過したるとき亦同し
　保瞼契約者に悪意叉は重大なる過失なく叉は通知義務違反が保瞼事故の
　確定或は保瞼者の負澹する義務の確定若くは義務の範園に封して影響を
　及ぼさざるるときは保瞼者は保瞼事故嚢生後の通知義務に基く免責抗辮
　を主張することをを得す
　保瞼者が義務達反を知りたる保瞼料沸込期問の保瞼料は保険者に齢す義
務違反の蚊果が次の保瞼料沸込期間に於て嚢生すべきときぱ保瞼關係が
　終了する迄の保瞼料は保瞼者に鮮す
　保瞼者に封する義務の違反ありたる場合に關し保瞼者に封し違約金請求
　穰叉は解約期間を　くとも一箇月とする解約樺を與ふる旨の合意存する
　ときは第一項乃至第四項の規定を適用せす
第百三十八條　（自殺）
　被保瞼者が自殺を爲したるときは保瞼者は給付義務を冤る但精紳活動の
　病的障碍に因り自山意思、決定を妨ぐる歌態に於て行はれはたるときは此
　の限に在らす
　契約が自殺の當時既に五箇年間引績き奴力を有したる場合には保瞼者は
　責任を負ふ
第百蕊噌・九條　丸故殺）
　保瞼契約者と被保瞼者と異なる場合に於て保瞼契約者が違法なる行爲に
　因り故意に被保瞼者を死に致したるときは保瞼者は給付義務を免る
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死亡保瞼に於て保瞼金受取人と指定せられたる者が違法なる行爲に因ゆ
故意に被保瞼者を死に致したるときは保険金受取入の指完な力適しもの
と看倣す
六中蕪践國藻瞼法
第鋼†嵩條　危瞼の檜加が若し左記各款事清の一あるときは本法に規定す
　る所の敷力を生ぜす
　一　災害の嚢生及び保瞼者の負櫓に封し影響なきとき
　二　保険者の利釜を防護する爲めなるとき
　三　入道上の義務を履行する爲めなるとき
第六†六條　被保瞼者故意に自殺したるときは保瞼者は保瞼金額を支沸ふ
　の義務なし但該保瞼の積立金を取得すべき者に返還することを要す
　保瞼讃券内に被保瞼者故意に自殺するも保瞼者は衡ほ保瞼金額を支沸ふ
　ことを要するの條款を記載たるときは其の條款は契約二年後に於てのみ
　始めて敷力を生す
第七豪七條　受釜者が故意に被保瞼者を死に致したるときは保瞼金額の講
　求樺なし
　毎年沸保瞼料を既に三同以上支沸たる場合保瞼者は共保瞼積立金を受取
　るべき者に支沸ふことを要す
　受盆者が被保瞼者を故殺し未途の場合は受釜者が既に受盆を承諾したる
　ときと雛も保瞼契約者は衡ぼ其の受益の椹利を取浩すことを得
　（註）　同國簡易生命保瞼法は鍵國二四年四月（一九三五年）公布せられたるも、殆
　　んど、わが簡易生命保険法のそれと異るところがない・因みに、保陰誰書そ
　　の他の式紙類等まで殆んど全部わが簡易盆命保瞼のそれを醗課したものであ
　　　　　　　　　　　タ　ダ　タ　　　　　　　　　　ヰ　タ　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ　ク　　る。同國法では保険詮券を保瞼輩といひ、保瞼者を保瞼人、被保瞼者を被保
　　タ　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　が　グ　　瞼入、保陰契約者を要保人、保険金受取入を受釜者といつてゐる。なほ、生命
■00 商法第四百三十一條について
　　　ア　　ノ　　　タ　　　タ
保瞼を人壽保瞼といつてゐる。
　　　　t　ロシア紅會主義聯邦ソビエト共和國民法
鋸軌棺條（辮妻救）
　保瞼事故が被保瞼者又は保瞼金受取入の故意又は重大なる過失に因りて
　褒生したるものなるときは保瞼者は保瞼金額を支佛ふ責に任ぜす
　左の場合に於ては保瞼者は生命保瞼契約に因る保瞼金額を支沸ふ責に任
　ぜす
一被保瞼者叉は保瞼金受取入にして同時に保瞼に附せられたる者に非ざ
　る者の故意叉は重大なる過失に因りて保瞼事故が褒生したるとき
二保瞼に附せられたる者の故意に因夢保瞼契約締結後二年内に保瞼事故
　叢生したるとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＿1937．1．7．
